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せられた任務は砕氷船が 「ふ じ」から 「しらせ」に変る
ことから少々複雑になるであろう。













































の調査等を行う予定で あ る.「ふ じ」の初航海,第7次
観測で昭和基地の帰路ロアポー ドワン基地を訪問してい
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第24次 南 極 地 域 観 測 隊 員 名 簿
名1生 年 月 日


















中 尾 正 義.20.8.18
磯部 民 夫.26.5,21
高 橋 永 治.4.12.16
i鞭 啓 史21・10・6
佐藤 博 雄25.1.13
1、渡辺 研 太 郎27.7.30



























































膿 鰹 麟 詣鑑 場)(文 部技官)







































































































航 空 川 畑 和 人27.6.28
〃 神 保 昌 司22 .U.9
〃 森 湧友29.2.2
設 営 一 般 石 沢 賢 二27.9.16






(文 部 技 官)ミ 鹿 児 島.
(〃 〉 山 形　　　　　　　ttt
("い 東 京





海 洋 物 理
海 洋 化 学











岩 本 孝 二25.8.25
佐 々 木 洋27.12.26
豊 田 友 夫30.9,24
松 原 聰21.11.23
本'lk　洋 一29.8.3
設 営 一 般 佐 野 雅 史16.5.17
〃
〃













































































昭 和57年 度 外 国 基 地 派 遣 者 名 簿
O外国共同観測派遣者(マ クマー ド・サウンド地域)
1酬 分細 氏 名
地 震 学 ミ神沼 克伊
.生 年 月 日
昭 和
12.6.1
〃t」 、山 悦 良1～12.12.5




























ルギーを除 く加盟国14か国および関連学術 団体 の代 表
く例えば,永田所長は国際測地学地球物理学連合の代表),
さらにオブザーバーとしてブラジル,イ タリー,オ ラン
ダか ら各1名,中 国から4名(こ の中の2名 は現在極地
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が臨時グループの役目である.これに専門家グループの
















































月),南 極 生物(南 ア フ リカ,1983年9月),南 極 半 島の
生 物(Buenos　Aires,　1983年4月),極地 気 象(Hamburg,
1983年8月),南 極 生 物　(Santiago,　1984年,第18回
SCAR総 会),南 極 雪 氷(西 独,1986年),
財政 検 討 グ ル ー プの 報 告 に 基 づ き,総 会 の勧 告 と して
各 国 の 分担 金 を1983年に12%,1984年に12%夫 々増加 す
るこ とを 決定 した.加 盟 国 の 中 に は 毎 年1噸 し か 支 払 っ
て い な い 国 も あ り,財 政 事 情 は きび しい もの が あ る,
役 員 の改 選 が あ って,次 期(1982-1986)会長 に 米国
のJ.　H.　Zumberge(南カ リフ ォル ニ ア 大学 長).副 会
長 に 南 ア フ リカのJ.　P.　de　Wit,幹事 に　Avisiuk(1982-
1984)が選 出 され た.な お 現 在 副 会 長D　R.　M.　Martinez
Abal(アル ゼ ンチ ン)は1984年ま で続 け,　Knoxは1986
年 ま で前 会 長 と して 執 行 委 員 を務 め る.
次 回(第18回)のSCAR総 会 は チ りの　Santiagoで
1984年の9月24nか ら10月50ま で 開 かれ る予 定 であ
る.同 時 に生 物,設 営,超 高 層 物理 学 作 業委 員 会 が開 か
れ,「 南極 お よび 亜 南 極 の生 態 系 にお け る生物 学 的 変化 」
に 関す る シ ン ポ ジ ウム と 「南 半 球 高 緯度 地 域 の超 高 層の
エ ネ ル ギ ー論 と力 学 」 に関 す る ワー ク シ ョ ップ が併 催 さ
れ る.ま た,第19回(1986)は 西 ドイツ,第20回(1988
年)は 南 ア フ リカ とな って い る.
筆 者 は 第1週 の 設 営 シ ンポ ジウ ム に 出 席 し報 告 の発 表
と とも に座 長 を務 め た.航 空 機 の利 用,建 物 の 恒 久 化,
人工 衛 星 の 利 用 な ど を中心 に65箭の 発表 が あ った.論 文
は ソ連 で 印 刷 発行 の 予 定 で あ る.ま た,総 会 の期 間 中に
IAGP　(国際 南 極 氷床 観 測 計 画)の 協 議 会 議 が 開 か れ,
日本隊 の 雪 氷 観 測 の 報 告 をす る と共 に,明 年 以 降 の 研 究
計 画 な ど につ いて 協 議 を行 っ た.さ らに設 営 の 作 業 委 員
会 に も出 席 した が,　SCAR総 会 で は 多 くの会 合 が 併 催 さ
れ てい て,今 回 わ が 国 か ら生物 学 者 の 参 加 が な か った の
は残 念 で あ った.今 後 も各 種 会 合の 併 催 が充 分 に 予 想 さ
れ,わ が 国 か らの 出席 者 数 を増 員 しこれ らに 充 分 対 処 で
き る こ と が望 ま しい.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 企 画 調 整 官)
南極海洋生物資源保存条約
科学委員会に出席して





たが,ホバー トは木枯らしの吹きす さぶ 冬の6月 だっ
た.条 約が発効しての第1回 の委員会なので委員会の規




































吉 田 栄 夫
1982年6月14日から同月25日まで,ニ ュージーランド
のウエ リントンで,南極条約特別協議会議 が開 催 され
た。これは,近 い将来起 り得ると予測される南極におけ
























関,探 査 ・開発に至る具体的な手続や規制の問題,環 境
保全の規定など多くのものがあ り,その骨格ともいうべ














南 極 観 測 隊 便 り
23次越冬隊の近況
8月 に 入 り好 天 が続 き,日 －nと 太 陽 の 出 る時 間 も長
くな っ て き て,い よ・い よ屋 外 観 測 の 時 期 を迎 え た.し か
し,南 極 で 一 年 の最 低 気 温 が 出 るの は,8月,9月 に 多
く,本 当 の厳 しさ は これ か ら と言 った と ころ だ.
風 も な く快晴 の続 い た9月 初 め,気 温 は下 降 を続 け,
遂 に,9月4日,-45.3℃ と な り,こ れ ま で の 最 低気 温
だ った 昭 和36年7月28日の 一42.7℃を下 回P,昭 和基 地
開 設 以 来 の 最低 気 温 を記 録 し た.
































































　 　 Koyama.　50p,　 August　1982
新版衛星画像合成図受入のお知らせ
リー サ ー ラ ル セ ン半 島(Riiser-Larsen　Peninsula)
1:　2SO,　eOO衛星 画 像 合 成 図(1982年国土 地 理 院作 成).
在 庫 が あ りま す.ご 希 望 の 方 は 図書 室 ま で 申 し出 て下
さ い.
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レ 来 訪 老 く1
極 地 研
8月5口 ～8月6n　 Dr.　Nunn,　D.(英 国 サ ザ ンプ ト
ン大学 工 学 部 助 教 授)
8月30n～9月1「|林 海 底(中 国 科 学 院 大 気物 理 研
究 所 研 究 員)































ザ ー ドnが あ る な ど悪 天 候 続 きで あ った.
8月 に 入 って か らは天 候 も安 定 し,昭 和 基 地 内 外 の観
測,設 営 の 業 務 は 順調 に経 過 した が,後 半,低 温 の た め
台所 排 水 パ イ プの 凍結,小 型 雪.上車 に燃 料 の 粘 度 増加 に
伴 う障 害 が 発 生 した.
観 測 報 告
測 地:ル ンバ,シ ガ ー レ ン,ユ ー トレホ プ デ ホ ル メ
ン,シ ス テ ル フ レー セ ネ,ウ ン ガネ,ナ ップ オ イヤ,ハ
ム ネ ナ ッペ ン間 の トラバ ー ス測 昴二を実 施 した .
雪 氷 ・地 学18月 上 旬 か ら中 旬 に か け て ナ ップ オ イ
ヤ,ウ ンガ ネ,シ ス テル フ レー セ ネ,ユ ー トレボ ブデ ホ
ル メ ン,イ ン ドレポブ デ ホ ル メ ン,シ ガ ー レ ンの地 質 調
査 を 実 施 し た.ま た,下 旬,イ ンパ ル ス レー ダ ー に よ
り,生 物 定 点1～5線 の 海 氷 厚 を 測 定 した.
極 光 光学 観 測:テ レビカ メ ラ及 び フ ォ トメ ー タに よ る
光 学 観 測 を行 った.7月 は,地 磁 気 活動 度 が 高 か った た
め,ブ レー ク ア ップ タ イ プ及 び強 い パ ル セ ー テ ィ ング タ
イプの オ ー ロ ラが 観 測 され た.　VHF　ドップ ラ ー レー ダ
ー も連 続 観 測 を行 って い た が,そ れ との 関 連 で 興 味 深 い
オ ー ロラ現 象 と し て,み ず ほ.上空 の ア ー ク の 動 き(NS)
及 び レ イ構 造 の 動 き(EW),パ ル セ ー テ ィ ング オー ロ ラ
及 び ハ ラ ング附 近 で の 南 北 に の び た オ ー ロ ラ等 が観 測 さ
れ た.8月 に は,固 定 フ ォ トメー タをVHFド ップ ラー
の デ ー タ と比 較 す るた め,南45° で あ った もの を磁 南 方
向,仰 角18°(みず ほ上 空 高 さ100km)に セ ッ トし直 し
た の で,東 向 きオ ー ロラ電 流 に伴 うオ ー ロ ラ が 観 測 さ
れ,同 時 にVHFエ コ ー の 散乱 反 射 のあ った 例 が 多 く,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations>
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃〉
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　Wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量:　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴n数 　(Number　of　clear　days)










































ACV(ホ ー バ ー ク ラ フ ト)
縷聯1躍
壕 ㌧
エ ア ー ク ッ シ ョ ン艇
ACV　(Air　Cushion　Vehicle)　とい う乗物 は,ホ ーバ
ー クラ フ トと商 品 名 で 呼 ば れ るほ う;メ一 般 に わ か り よ
い.
これ は非 常 に新 しい 乗 物 で,1950年代 に英 国 で開 発 さ

















上 を毎 時50kmか ら100kmの 速 さで 走 れ る こ とで あ っ;も
た.接 地 圧 は 雪 上 車 で は 普通0.2kg/cm2ぐら いで あ る}

















した試作艇がふ じより昭和基地 ま で約55kmを4時間
で自走した,越 冬中に何回かの走行を試み,平 坦な海氷
上での走行に十分使用できることが判った.
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